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トリプチセンとは、3つのベンゼン環が縮環したプロペラ型分子であり、機能性有機材料や超分

子化学でよく利用されている。我々は最近、イノラートを用いた新規トリプチセンの合成法 1を見

出したことを契機に、種々の置換トリプチセンの合成とその変換について検討してきた。本研究で

は、トリプチセンの retro-Friedel-Crafts 型開環反応を見出し、その詳細について明らかにするとと

もに、この反応を用いてテトラセンの合成を検討した。 

種々の置換トリプチセン 1を合成し、これに酸を作用させることでアントロン 2への開環を検討

した。その結果、ベンゼン環上に電子供与性基を導入するにつれて、より弱い酸で開環することが

分かった。この反応性の違いは、プロトン化により生じるアレニウムカチオン中間体の安定性に依

存していると考えられる。さらに、トリプチセン 3を酸により開環した後、得られるアントロン 4

からテトラセン 5を合成することに成功した。これにより、トリプチセン骨格をアセンの前駆体と

して利用できることを明らかにした 2。 
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